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地域連携事業を通して、学生には、国際社会で通
用する高い英語力・コミュニケーション力だけで
なく、社会人と同じ土俵に立って仕
事を進める力を養ってほしいと願っ
ている。

目　的

注
ちゅう
染
せん
・線香に対する国内外の認知度・購買意欲の向上に繋げる

ために、地域産業の活性化に貢献すること。また、学生がフィール
ドワークを通して、堺の国際性豊かな歴史と伝統文化への理解を深
め、英語運用能力を高めること。

連携にいたる経緯

前任校である小樽商科大学で小樽市と連携して観光コンテンツの
作成を始めたことが地域連携事業に取り組むきっかけとなった。関
西大学に着任後、このような取組みを関西でも続けたいと思い、堺
市との連携の可能性を模索した。観光部や国際部との連携を経て、
今年で 5年目となる。

活動の成果

�伝統産業である注染や線香に対する認知度・購買意欲の向上（国
内外）。
�堺市や大阪府全域における観光客数の増加（日本人・インバウンド）。

今後の課題・目標・展開の可能性

�観光産業活性化のニーズを持つ新たな自治体との連携。
�多文化共生社会の実現に向けて取り組む自治体との連携。

活動内容

初年度である 2019 年度の事業では、半日で堺の名所を巡ること
に特化したパンフレットと、世界遺産となった古墳群やチンチン電
車の乗り方を紹介する英語動画を作成した。2020 年度、2021 年
度の事業では、コロナ禍での取組みとなったが、堺市の和菓子およ
び刃物事業者の協力を得て、各事業所が提供している体験メニュー
の英語支援を行う一方、刃物や和菓子を紹介する PR 動画を英語で
作成し YouTube で発信するなど、日本に来ることができない海外
の人たちに向け、堺の魅力を伝える活動を行った。また、インバウ
ンド観光が回復する将来を見据えた活動として、大仙公園エリア、

および歴史的建造物が建ち並ぶ環濠エリアの魅力を紹介するパンフ
レットも作成した（日・英）。2022 年度は、堺のインバウンド観光
振興という切り口ではなく、堺とASEAN諸国との交流強化の一端
を担い、多文化共生社会の実現を目指している国際都市・堺を国内
外にアピールする取組みを行った。5年目となる 2023 年度は、堺
市の伝統産業の中でも、特に注染および線香の魅力を利用者目線か
ら紹介する PR動画（日本語音声・英語字幕）を作成し、刃物だけ
ではない堺市の多様な伝統産業文化を、国内外に発信していきたい
と考えている。
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学生の視点で、注染手ぬぐいや線香の活用方法についてユ
ニークな提案をしていただきました。また、外国語学部とし
てのスキルを存分に活かした動画を制作いただいたので、堺
の伝統産品の魅力が国内外に広まることを期待しています。

（堺市産業振興局産業戦略部 地域産業課）
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